
マ
へ
ダ
ケ
リ
ヤ
ク
キ
前
国
家
路
記

一
加
。
著

者
不
明
。

加
質
問
山
主
前
凶
利
家
以
来
の
時
俗
、
三
州

マ
へ
ダ
ケ
ホ
ウ
コ
タ
シ
ョ
ウ
シ
ヨ
シ
ユ
ウ
目
。

前
田
家
封
図
謹
書
柑
拍
車
副
二
加
。
森
間
平
次
話
。
前

田
家
の
封
閥
加
恩
の
年
且
等
は
、
有

m-氷
点
の
領
分

次
第
・世
間
知
閥
の
本
封
叙
次
考
田
ず
に
蹴
せ
る
が
、

郁
伐
に
迩
ふ間山
多
い
と
し
て
、
総
凶
信
長
以
来
の
朱

印
朕
等
を
集
録
し
、
こ
れ
に
考
按
を
加
へ
た
も
の
で

ゆ的ヲ
。。

マ
へ
ダ
ケ
ケ
イ
フ

前
国
家
系
譜

大

製
寺
前
町

家
の
系
糾
で
、
明
利
入
年
九
且
井
上
泡
府
が
之
を
撰

び
、
第
五
代
の
滞
古
前
凶
利
泊
の
佳
品
川桜
林
院
に
上

っ
た
も
の
で
あ
る
。

マ
へ
ダ
ケ
ケ
イ
フ
リ
ヤ
ク

前
国
家
系
譜

路

一

加。

加
白
山
静
前
出
氏
の
略
地
問
で
、
際
枇
の
m
m
を
簡
潔

に
m
u
い
で
あ
る
。

マ
ヘ
ダ
ケ
セ
ン
コ
ウ
キ

前
国
家
戟
功
記

一
加。

加
質
問
耐
組
問
削
利
家
の
初
帥
以
後
、
利
治
の
大
坂
役

出世
加
に
叢
る
ま
で
の
政
敏
を
略
促
し
た
も
の
で
あ

句。。マ
へ
ダ
ケ
ノ
キ

前
田
家
之
記
一
加
。

一
名
前

m安
太
夫
飯
田
町
。
元
利
元
年
附
加
正
悦
若
。

皆
様
氏

滋
亡
以
後
の
棋
を
略
記
し
、
前
閃
刺
家
の
入
凶
か
ら
、

利
治
の
夢
路
興
地
に
烹
る
ま
で
を
記
し
た
も
の

o
E

成
は
腿
次
郎
利
太
の
子
で
あ
る
。

マ
へ
ダ
ケ
ハ
ン
イ
ン
カ
ガ
ミ

前
田
家
判
印
鑑

一
加
。
森
聞
平
次
編
。
枇
寺
或
は
民
家
に
m
m
へ
た
閉
山

侠
等
の
判
及
び
印
を
見
る
に
随
う
て
m
w
お
し
た
も
の

で
、
同
じ
利
形
で
も
辺
悠
の
奥
な
っ
た
も
の
は
こ
れ

そ
桁
録
し
て
あ
る
。

マ
ヘ
ダ
サ
ダ
チ
カ
前
回
貞

親

加

賀
滞
医
。
辺

務
備
前
。
交
は
以
竪
。

蔽
七
千
石
。
貞
享
三
年
十
一

且
若
年
寄
と
な
り
、元
政
四
年
六
且
御
家
老
に
列
L
、

十
年
六
且
小
松
御
城
代
に
任
ぜ
ら
れ
、
釘
永
二
年
十

且
十
}
1
日間皿
、
平
年
五
十
三
。

マ
へ
ダ
ザ
ダ
ナ
ホ
前
回
貞

直

加

賀
務
医
。
沼

抑
制
中
務

・
倒
的
。
貸
永
二
年
父
仙
前
点
線
の
辿
知
七

千
石
を
裂
ぎ
、
E
徳
三
年
小
松
御
域
帯
、
亭
保
三
年

定
火
消
を
組
、
十
入
年
十
且
御
家
老
に
進
み
、
延
苧

元
年
五
且
廿
一
目
玉
十
九
践
を
以
て
夜
し
た
。

マ
へ
ダ
サ
ダ
ミ
チ
前
回
貞

道

加

賀
滞
臣
。
泊

抑
制
叉
勝

・
巾
務
。
平
和
二
年
新
知
千
石
を
受
け
、
文

マ
へ
ダ
ザ
ダ
カ
ツ

前
回
貞

一

加
到
務
院
。
迎

抑
制
叉
勝
・脱
出
。
犯
娃
=
年

費
父
市
務
点
幹
の
也
知

七
千
石
を
綴
ぎ
、
賀
川
間
七
年
定
火
消
を
縦
て
、
明
利

八
年
御
家
老
、
同
年
在
江
戸
中
粂
若
年
計
に
任
じ
、

文
化
六
年
致
仕
し
て
間
山
と
鋭
L
、
千
石
を
受
け
、

文
政
中
波
し
た。

マ
へ
ダ
サ
ダ
ザ
ト

前
田
貞
皇

加

到
滞
悶
。

利

鍛
の
子
。
幼
名
文
腕
、
後
出
室
。
諸
氏
系
抑
に
郡
安

点
璽
に
作
る
も
の
は
非
で
あ
ら
う
。
鰍
凶
千
百
百
石

か
ら
七
苛
石
と
な
り
、
訟
に
御
家
老
に
列
し
た
。
殴

安
四
年
十
二
月
点
恩
は
椛
侯
利
治
と
お
合
は
ず
、
鈎

に
下
屋
敷
に
抑
制
倍
し
て
仕
を
砕
せ
ん
と
し
た
が
、
大

田
町
寺
侯
利
治
か
ら
伎
を
一
蹴
し
て
之
を
清
め
た
こ
と
が

あ
る
。
明
路
三
年
七
月
引
九
日
夜
、
年
四
十
一
。
法

話
南
桂
院
時
四
且
道
林。

そ
の
若
に
長
利
佳
兵
私
記

・

間
見
雑
録
一
各
氏
里
山
帆
録
文
は
士
林
市
山
ぷ

・
前
凶
出

雲
党
相
U

一
名
高
徳
院
服
功
波
郡
佐
山

・
寸
銅
新
編
が

あ
る
。

刺
家
以
下
の
墳
廷
に
設
け
ら
れ
た
石
遣
の
嗣
設
を
除

き
、
廷
に
仰
石
と
烏
厨
を
建
て
、
神
祭
式
を
執
行
し

た。

マ，、

の
領
内
と
な
っ
た
期
末
、
事
肢
の
年
限
、
裕
士
の
戦

功
等
が
記
さ
れ
、
終
に
大
槻
劉
元
の
耶
を
被
せ
て
あ

る。

化
六
年
定
火
刑
を
能
、
問
年
日
入
闘
部
点
一
致
仕
の
後
一
且
廿
四
日
江
戸
に
生
ま
る
。
幼
名
曲
次
郎
。
元
女
五

七
千
石
を
綴
ぎ
、
文
政
元
年
御
家
老
、
五
年
首
分
無
一
年
十
二
且
サ
一
日
誌
を
利
安
と
棋
L
、
寛
保
=
一
年
十

若
年
中
前
に
任
じ
、
六
年
=
一
且
四
日
夜
し
た
。
一

一
一月
品
川
一
日
従
軍
位
下
但
馬
守
に
叙
任
、
在
平
三
年

マ
へ
ダ
サ
ダ
モ
ト
前
田
貞
斡

加

賀
掛
川
医
。
沼
一

十
二
且
十
日
児
宗
民
の
嗣
子
と
な
り
、
四
年
京
凡
引

稗
外
記

・
中
務
。
延
卒
元
年
柑
〈
制
品目
口
点
直
の
也
知
七

一
六
日
家
督
相
続
の
命
を
受
け
、
周
年
二
且
四
日
加
賀

千
石
を
製
ぎ
、
元
文
一
λ
年
若
年
続
児
問
、
見
保
二
年
一
守
と
改
め
、
阿
且
十
九
日
徳
川
家
霞
の
臨
時
間
守
支
け

若
年
中
前
、
延
卒
二
年
御
家
老
に
任
じ
、
到
延
二
年
六

一
て需品開
山と
都
し
、
正
四
位
下
左
近
衛
秘
少
将
に
叙
任
、

且
サ
四
日
六
十
九
践
を
以
て
残
し
た
o

一
覧
延
元
年
十
二
且
什
一
日
左
近
衛
桜
中
将
に
除
。
、

マ
へ
ダ
サ
ダ
ワ
ザ
前
回
貞

事

加

賀
山
梅
原
。

辺

一
貸
出
町
三
年
四
且
八
日
江
戸
に
卒
L
、
十
二
日
夜
政
L

税
制
部
。
文
政
六
年
義
父
中
務
点
訟
の
也
知
七
千
石

一
た
。
平
年
品
川
五
。

法
脱
線
徳
院
紛
前
向
古
大
防
士
、

を
裂
ぎ
、
七
年
定
火
消
、
九
年
小
松
御
城
番
、
間
年

一
野
町
山
に
葬
る
。
重
田
山手
は
紛
荷
、向
古
堂
と
剛
山
L
、

御
家
老
、
天
保
元
年
鎌
若
年
谷
容
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

一
政
暇
凶
加
を
精
み
、
小
松
の
天
満
宮
に
牧
め
た
机
創
出
川

マ
へ
ダ
サ
ン
ダ
イ
リ
ヤ
合
キ
前
回
三
代
略
記

一
一
白
磁
を
越
し
、
文
部
州徳
公
利
航
跡
草
が
あ
る
。

三
加
。
活
者
不
詳
。

加
到
務
引
附

m利
家
・利
長
・利

一

マ
へ
ダ
シ
ゲ
ミ
チ
前
回
霊

教

加

賀
滞
宅
街
J
I

常
三
代
の
略
記
で
、

一山肌
仮
に
誕
生
か
ら
施
去
ま
で

一
代
。
吉
徳
の
七
男
、
母
は
れ
成
院
。
質
保
元
年
十
月

の
官
位
・戦
功
等
の
附
舶
を
担
し
て
あ
る
。

一
什
三
日
生
ま
る
。
幼
名
健
次
郎
。
質
勝
三
年
十
月
十

マ
へ
ダ
シ
ゲ
ノ
プ
前
回
重
靖

加
賀
繕
主
第
九

一
二
日
兄
霊
前
の
嗣
子
と
な
り
、
十
五
日
誌
を
利
篤
と

代
。
育
館
の
五
男
、
ほ
は
器
良
院
。
智
子
保
二
十
年
十

一
い
ひ
、
四
年
=
一
且
十
一
日
家
信
相
的
、
四
且
十
出
日

一
月
八
日
金
制仰に
住
ま
る
。
幼
名
門前
三
郎
。
延
卒
四

一
正
四
位
下
左
近
衛
椛
少
将
鍛
加
賀
守
に
叙
任
、
徳
川

年
五
月
十

一
日
前
を
利
見
と
抑
制
し
、
知
延
二
年
三
且

一
家
置
の
偏
部
を
賜
号
て
鼠
悲
と

m
L、
況
年
十
二
M

m府
、
白川
m
元
年
十
二
月

H
入
日
従
五
位
下
上
総
介

一
十
八
日
左
近
街
中
将
に
時
間
旬
、
明
和
二
年
十
二
月
十

に
叙
任
。
=
一
年
四
且
兄
蛮
岡
山
の
嗣
子
と
な
り
、
況
且

一
五
日
簡
を
震
敬
と
改
め
、
入
年
四
且
サ
三
日
前
ひ
て

十
入
日
家
首
相
釣
の
命
を
受
け
、
六
月
四
日
加
賀
守

一
致
仕
を
許
さ
れ
、同
且
品
川七
日
肥
前
守
と
穏
し
た
が
、

と
改
め
、
悶
且
十
二
日
徳
川
家
震
の
偏
誌
を
賜
う
て

一
天
明
五
年
九
且
以
降
亦
次
代
治
怖
の
政
を
笛
し
、
六

震
術
と
い
ひ
、
正
四
位
下
左
近
衛
縦
少
将
に
叙
任。

一
年
六
且
十
二
日
市
白
は

十

一
日
夜
学
〉
金
揮
に
草
L

九
且
二
十
九
日
紅
戸
に
辛
L
、
十
且
五
日
縫
製
。
享

一
た
。
卒
年
四
十
六
。
法
統
制
骨
密
院
仁
山
彫
務
大
将
士
、

年
十
九
。
法
蹴
天
珠
院
側
月
仁
語
大
居
士
。
天
徳
院

一
野
間
山
に
興
る
。
治
佑
手
は
諮
問
刷
、
九
皐
又
は
以
山
地

に
M
H
る
。
鼠
制
字
は
郎
羽
、
時間
哨
・前川剛
・翁
附
副
総
出
守

一
即
日
と
蹴
L
、
持
賦
を
好
み
、
延
築
制
組
附
春
鞍
お

・
江

と
蹴
L
、
総
賦
を
好
み
、
文
和
紙
交
有
稲
川

一
品
親

一
山
集
が
あ
る
。

王
に
祭
ん
だ
。
そ
の
紙
終
に
拾
務
和
歌
集

・
天
珠
公
一

マ
へ
ダ
シ
ゲ
モ
ト

前
田
重
墓
古
」
マ
へ
ダ
シ
ゲ

詠
歌
百
首
が
あ
る
。

一
ミ
チ
前
凶
琵
敬
。

マ
へ
ダ
シ
ゲ
ヒ
目
前
回
霊
黙
加
賀
続
中
“
第
八

一

マ
へ
ダ
ス
主
主
力
前
田
純

孝

加

賀
務
医
。
泡

代
。
宜
口
仙
加
の
二
男
、
母
は
心
鍛
院
。
亭
保
十
四
年
七

一
群
内
担
。
天
明
四
年
養
父
左
京
学
博
の
越
知
四
千
石

七
九
回畠珂，、

... 


